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中
道
改
革
連
合

あ
お
や
ぎ
　
よ
う
い
ち
ろ
う

平
和
で
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
幸
せ
を
つ

く
る
、そ
れ
が
政
治
の
役
割
で
す
。

格
差
や
貧
困
を
な
く
し
分
厚
い
中
間
層
を
取
り
戻
す
。

私
た
ち
新
党「
中
道
改
革
連
合
」は
、国
民
と
政
治
の
信
頼
関

係
を
立
て
直
し
、暮
ら
し
を
変
え
る
五
つ
の
約
束
で
、国
民
目

線
、生
活
者
の
視
点
、働
く
人
を
軸
に
し
た
安
心
社
会
を
実
現

し
ま
す
。

そ
の
責
任
を
担
う
あ
た
ら
し
い
改
革
の
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

家
計
の
負
担
を
減
ら
し
、
毎
日
の
買
い
物
を
安
く
し
ま
す
。

働
く
人
の
給
料
（
実
質
賃
金
）
を
上
げ
、
中
小
企
業
が
適

正
な
価
格
で
取
引
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
す
。
財
源
は
、

ム
ダ
な
基
金
や
大
企
業
優
遇
税
制
（
租
税
特
別
措
置
）
の

廃
止
で
賄
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員
５
期 

13
年 

地
元
出
身 

あ
お
や
ぎ
陽
一
郎　

「
高
い
」を「
安
い
」へ
！

徹
底
し
た
物
価
高
対
策

○
ガ
ソ
リ
ン
減
税
を
実
現

○
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
で
家
計
支
援

○
家
賃
補
助
な
ど
住
宅
支
援
策
の
拡
充

１お
金
の
心
配
で
学
び
を
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
。
親
の
収

入
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
子
ど
も
が
夢
を
追
え
る
社
会
へ
。

お
金
の
心
配
な
く
学
べ
る

教
育
・
子
育
て
支
援

○
高
校
授
業
料
の
無
償
化
を
実
現

○
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
実
現

○
返
済
不
要
な
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充

2医
療
・
介
護
の
「
負
担
増
」
を
ス
ト
ッ
プ
。
現
役
世
代

の
負
担
を
こ
れ
以
上
増
や
し
ま
せ
ん
。
必
要
な
医
療
や
介

護
は
行
政
の
無
駄
削
減
で
守
り
ま
す
。

現
役
世
代
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
、

安
心
の
社
会
保
障

○
年
金
改
革
で
年
金
受
給
額
の
底
上
げ
を
実
現

○
高
額
療
養
費
の
負
担
増
を
阻
止

○
介
護･

障
が
い
者
福
祉
・
保
育･

幼
稚
園
職
員
の

　
処
遇
改
善

3平
和
を
守
り
経
済
を
止
め
な
い
。
外
交
の
力
で
戦
争
を

防
ぐ
。
あ
な
た
の
平
和
な
日
常
と
日
本
経
済
の
安
定
を
最

優
先
に
し
ま
す
。

外
交
・
安
全
保
障

○
対
話
に
よ
る
外
交
力
の
強
化

○
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
確
保

4政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
。
お
金
の
流
れ

を
す
べ
て
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
、
し
が
ら
み
あ
る
政
治
で
は

解
決
で
き
な
い
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
に
終
止
符
を
打

ち
ま
す
。

政
治
と
カ
ネ
に
決
着
を

つ
け
る
政
治
改
革

○
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止

○
政
治
資
金
の
透
明
化(

領
収
書
の
ネ
ッ
ト
公
開)

5

働く人の所得を増やす あなたのための政治

暮らしを変える・五つの約束
「失われた30年」に終止符を打ち、働く人を軸にした安心社会へ
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